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住　 所 鳥取市晩稲306番地 管理者名 岡部哲彦

電話番号 0857-31-0077 対象年度 令和4年度

様式２ －１

2023

就労継続支援Ａ 型事業所における ス コ ア表（ 全体）

事業所名 ウ イ ズユー千代工場 事業所番号 3110100546

（ Ⅰ） 労働時間 （ Ⅳ） 　 支援力向上（ ※）

①1日の平均労働時間が７ 時間以上

80

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

35

②1日の平均労働時間が６ 時間以上７ 時間未満 　 　 　 参加し た職員が１ 人以上半数未満であった

③1日の平均労働時間が５ 時間以上６ 時間未満 　 　 　 参加し た職員が半数以上であっ た

⑦1日の平均労働時間が２ 時間以上３ 時間未満 ③視察・ 実習の実施又は受け入れ

⑧1日の平均労働時間が２ 時間未満 　 　 　  いずれか一方のみの取組を行っ ている

①80点 ②70点 ③55点 ④45 点 ⑤40点 ⑥30点 ⑦20点 ⑧5点        いずれの取組も 行っ ている

④1日の平均労働時間が４ 時間30分以上５ 時間未満 ②研修、 学会等又は学会誌等において発表

⑤1日の平均労働時間が４ 時間以上４ 時間30分未満 　 　 　 １ 回の場合

⑥1日の平均労働時間が３ 時間以上４ 時間未満 　 　 　 ２ 回以上の場合

（ Ⅱ） 生産活動 ④販路拡大の商談会等への参加

①前年度及び前々年度の各年度における 生産活動収支が
それぞれ当該各年度に利用者に支払う 賃金の総額以上

　

5

　 　 　 １ 回の場合

　 　 　 ２ 回以上の場合

②前年度及び前々年度における 生産活動収支のう ち前年度に
おける 生産活動収支のみが利用者に支払う 賃金の総額以上

　
⑤職員の人事評価制度

　 　 　 人事評価結果に基づき 定期に昇給を判定する
　 　 　 制度を 設け、 全ての職員に周知し ている

○

③前年度及び前々年度における 生産活動収支のう ち前々年度に
おける 生産活動収支のみが利用者に支払う 賃金の総額以上 ⑥ピ アサポータ ーの配置

④前年度及び前々年度の各年度における 生産活動収支が
いずれも 当該各年度に利用者に支払う 賃金の総額以上でない

○ 　 　 　 ピ アサポータ ーを職員と し て配置し ている 　

　 　 　 都道府県知事が適当と 認める 国際標準化規格が定めた
　 　 　 規格その他こ れに準ずる も のの認証を 受けている

　
②利用者を職員と し て登用する 制度

　 　 　 　 　 就業規則等で定めている 小計（ 注2）

　 　 　 　 　 就業規則等で定めており 、 前年度の実績がある （ 注2） 8以上: 35点、 6～7： 25点、 1～5： 15点

①40点 ②25点 ③20点 ④5点 ⑦第三者評価

（ Ⅲ） 多様な働き 方（ ※） 　 　 　 過去３ 年以内の福祉サービ ス 第三者評価を
　 　 　 受審し ており 、 結果を公表し ている 。

　
①免許・ 資格取得、 検定の受検勧奨に関する 制度

25

　 　 　 　 　 就業規則等で定めている ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

　 　 　 　 　 就業規則等で定めており 、 前年度の実績がある

点数

　 　 　 　 　 就業規則等で定めており 、 前年度の実績がある 労働時間

③在宅勤務に係る 労働条件及び服務規律

　 　 　 　 　 就業規則等で定めている （ Ⅴ） 地域連携活動

　 　 　 　 　 就業規則等で定めており 、 前年度の実績がある
地域の事業者と 連携し た付加価値の高い商品開発、 企業や官公庁等
での生産活動等地域社会と 連携し た活動を行い、 その結果をイ ン
タ ーネッ ト 等によ り 公表し ている

○ 10④フ レ ッ ク ス タ イ ム 制に係る 労働条件

　 　 　 　 　 就業規則等で定めている

⑥時差出勤制度に係る 労働条件 生産活動

　 　 　 　 　 就業規則等で定めている 多様な働き 方

　 　 　 　 　 就業規則等で定めており 、 前年度の実績がある 支援力向上

　 　 　 　 　 就業規則等で定めており 、 前年度の実績がある

⑤短時間勤務に係る 労働条件

　 　 　 　 　 就業規則等で定めている 項目

　 　 　 　 　 就業規則等で定めている

155
／２ ０ ０ 点

　 　 　 　 　 就業規則等で定めており 、 前年度の実績がある

小計（ 注1）

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度 地域連携活動

　 　 　 　 　 就業規則等で定めている

　 　 　 　 　 就業規則等で定めており 、 前年度の実績がある

⑧傷病休暇等の取得に関する 事項 合計



前年度（ 平成30年度）

時間 人 時間

　 会計期間（ 4月～3月）

前々年度（ 令和3年度）

円 円 円

前年度　 （ 令和4年度）

円 円 円

前年度（ 令和4年度） における 実績（ 全体表「 （ Ⅲ） 多様な働き 方」 の各項目において「 就業規則等で定めており 、 前年度の実績がある 」 と 選択し た場合に実績を 記載）

◎免許・ 資格取得、 検定の受検勧奨 ◎職員と し て登用し た人数 ● 名 ◎在宅勤務を 行った人数 ● 名

に関する 制度を活用し た人数 ● 名 ◎う ち1名は雇用継続期間が６ 月に達し ている

※取得を進めた免許等： ○○○ ◎う ち1名は前年度末日ま で雇用継続し ている ※実施し た期間： ●月●日～●月●日

○○○ ※登用し た日　 　 　 ●年　 ●月　 ●日  就業時間（ 在宅勤務） ： ●時●分～●時●分

 制度の活用内容： ○○○  勤務形態： ○○○  職務内容： ○○○

○○○  就業時間： 　 　 ●時●分～●時●分

 職務内容： ○○○

◎フ レ ッ ク ス タ イ ム 制を 活用し た人数 ● 名 ◎短時間勤務に従事し た人数 ● 名 ◎時差出勤制度を 活用し た人数 6 名

※実施し た期間： ●月●日～●月●日 ※実施し た期間： ●月●日～●月●日 ※実施し た期間： 8月1日～8月31日

 就業時間( コ ア タ イ ム ） ： ●時●分～●時●分  就業時間（ 短時間） ： ●時●分～●時●分  就業時間（ 早出の場合） ： 7時30分～16時30分

 職務内容： ○○○  職務内容： ○○○  就業時間（ 遅出の場合） ： ●時●分～●時●分

 職務内容： 野菜の水耕栽培

◎時間単位取得を 活用し た人数 54 名 ◎傷病休暇等を取得し た人数 名

◎計画的付与制度を 活用し た人数 54 名

※取得し た制度　 有給休暇の時間単位取得 ※取得し た内容:

               計画的付与制度  取得し た期間：

 取得し た期間： 9月1日～12月31日  就業時間： 　 　

 取得日数・ 時間　 5日  職務内容：

( ※) 当該制度等を 活用し た任意の１ 名の実績を 記載

前年度（ ●年度） における 実績（ 全体表「 （ Ⅳ） 支援力向上」 の各項目の取組あり と し た場合に実績を 記載）

◎研修計画を 策定し ている ◎研修、 学会等又は学会誌等において ◎先進的事業者の視察・ 実習の実施し ている

◎研修実施回数 外部　 2回／内部　 2回 　 発表し ている 回数 1 回 ◎他の事業所の視察・ 実習を 受け入れている

対象職員数 　 15 人 ※研修、 学会等名 食でつながる フ ェ ス タ 2023 ※先進的事業者名 水野商事株式会社

う ち研修受講者数 　 11 人  実施日 3 月 11 日  実施日/ 参加者数 2 月 2 日 2 人

※研修名 R4工賃向上就労支援事業「 人づく り 」 研修 ※学会誌等名 ○○○ ※他の事業所名

 研修講師 ひかり 福祉会　 理事長　 高橋信二  掲載日 ● 月 ● 日  実施日/ 参加者数 11 月 24 日 6 人

 実施日・ 受講者数 5 月 12 日 1 人  発表テーマ

◎販路拡大の商談会等への参加回数 3 回 ◎職員の人事評価制度を 整備し ている ◎ピ ア サポータ ーを 配置し ている

　 　 ◎当該人事評価制度を 周知し ている ◎当該ピ ア サポータ ーは「 障害者ﾋﾟ ｱｻﾎﾟ ﾄー研修」

※商談会等名 系列店への出荷展開 人事評価制度の制定日 2 年 4 月 13 日 　 を受講し ている

 主催者名 人事評価制度の対象職員数 14 名 ※配置期間　 ●月●日～●月●日

 日時 12 月 13 日 う ち昇給・ 昇格を 行った者 1 名  就業時間

 内容 系列店への出荷を 目指し た 当該人事評価制度の周知方法  職務内容 ○○○

販路拡大商談会 制度説明資料を全職員に配布

◎前年度末日から 過去３ 年以内に ◎国際標準化規格が制定し たマネジメ ント

　 福祉サービ ス 第三者評価を受けている 　 規格等の認証等を 受けている

※評価を受けた日 ● 月 ● 日 　 ※認証を受けた日 ● 月 ● 日 　

 第三者評価機関 ○○○  規格等の内容 ○○○

( ※) 実績のう ち１ 事例を 記載

各項目について適宜、 実績がわかる 情報を 追加する こ と 。

必要に応じ て行を 増やす等、

収支 ▲ 29, 772, 416

（ Ⅱ） 生産活動

生産活動収入から 経費
を 除いた額

31, 158, 731
利用者に支払っ た賃金
総額

73, 082, 962 収支 ▲ 41, 924, 231

様式２ －２

就労継続支援Ａ 型事業所における ス コ ア表（ 実績Ⅰ～Ⅳ）

（ Ⅰ） 労働時間

雇用契約を 締結し ていた全ての
利用者における 延べ労働時間

103, 266
雇用契約を 締結し ていた延
べ利用者数

14, 051
利用者の１ 日の平
均労働時間数

7. 3

⑥ピ アサポータ ーの配置

（ Ⅲ） 多様な働き 方

①免許・ 資格取得、 検定の受検勧奨に関する 制度 ②利用者を職員と し て登用する 制度 ③在宅勤務に係る 労働条件及び服務規律

④フ レ ッ ク ス タ イ ム制に係る 労働条件 ⑤短時間勤務に係る 労働条件 ⑥時差出勤制度に係る 労働条件

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度 ⑧傷病休暇等の取得に関する 事項

（ Ⅳ） 　 支援力向上

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会 ②研修、 学会等又は学会誌等において発表 ③視察・ 実習の実施又は受け入れ

鳥取福祉会

⑦第三者評価 ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

かばはう すホ ールディ ン グ （ 株）

地域共生社会の実現に向けた地域活動について

生産活動収入から 経費
を 除いた額

42, 430, 000

④販路拡大の商談会等への参加 ⑤職員の人事評価制度

利用者に支払っ た賃金
総額

72, 202, 416



2023年 4月 13日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

（ 別紙参照）

＜目的＞

＜成果＞

＜課題 ＞

金 相烈　 教授

就労継続支援Ａ 型事業所における 地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 ウ イ ズユー千代工場

住　 所 鳥取市晩稲３ ０ ６ 番地

3110100546

岡部哲彦

令和5年度

別紙のと おり

ク リ ン カが発生する 条件・ メ カニズム についてはある 程度確認でき た。 し かし 、 ク リ ンカ

の発生を 抑制する 添加剤の選択については今後の実証が必要と なる 。

近隣にある バイ オマス ボイ ラ ーを 有し ている 企業等はウ イ ズユーと 同様な問題に直面し て

いる ので、 こ の共同研究結果が共有でき れば環境面・ 経済面に大幅に貢献でき る こ と が分

かっ た。

・ ク リ ンカ発生抑制の添加剤の選別がま だ検証中である 。

・ 添加剤の検証ができ た後も 添加方法、 コ ス ト 検証が必要である 。

電話番号 0857-31-0077

連携先企業名 公立鳥取環境大学 担当者名

【 活動場所】 ウ イ ズユー千代工場

【 実施期間】 2022年9月1日～現在継続中

【 実施概要】 小規模木質バイ オマス エネルギー施設のク リ ンカ防止対策と 排ガス 中

のに参加炭素固定について鳥取環境大学と の共同研究

ウ イ ズユー千代工場では、 廃菌床及び建築廃材を用いたバイ オマス ボイ ラ ーを

2021年度に整備し ている 。 ま た、 近隣でも 再生エネルギーを活用し た地域分散型

エネルギーシス テム導入の必要性が高ま り 、 小規模のバイ オマス エネルギー施設が

増加傾向にある 。 し かし 、 燃料の一つである 建築廃材のチッ プは、 灰成分が多く 、

融点が低いカリ ウ ムを大量に含むため、 灰が溶けて融合し ク リ ンカを形成する 。 こ

れが焼却炉に付着する と 、 焼却効率低下や配管詰ま り の原因と なる ため、 安定し た

連続運転が困難と なっており 、 その課題解決に向けて、 地域の環境問題対策専門研

究機関である 鳥取環境大学と 共同研究を行う こ と と し た。

連携先の企業等の意見ま たは評価

様式１



 

研究テーマ： 小規模木質バイ オマス エネルギー施設のク リ ンカー防止対策と 排ガス

中の二酸化炭素固定             

  公立鳥取環境大学 金 相烈 

 

研究背景・ 意義と 現在の進捗・ 結果について簡潔 

（ 背景・ 目的）  

 再生可能エネルギーを活用し た地域分散型エネルギーシス テム 導入の必要性が高ま ってお

り 、 小規模のバイ オマス エネルギー施設の増加が予測さ れる 。 木質バイ オマス のう ち、 建築

廃材のチッ プはエネルギー価格（ 円/kwh） が低く 、 原料と し て導入する ケース が多い。 し か

し 、 灰成分が多く 、 融点が低いカリ ウ ム を大量に含むため、 灰が溶けて融合し てク リ ンカー

を形成する 。 こ れが焼却炉に付着する と 、 燃焼効率低下や配管詰ま り の原因と なる ため、 安

定し た連続運転が困難と なる 。  

 そこ で、 本研究では、 小規模木質バイ オマス エネルギー施設のク リ ンカー発生を防止する

ク リ ンカー防止剤の効果と ク リ ンカーを含んだ焼却灰によ る CO₂固定能力を明ら かにする 。  

 

（ 現在の進捗・ 結果）  

ウ イ ズユー千代工場内に設置さ れた建築廃材を主原料と する バイ オマス エネルギー施設（ ボ

イ ラ ー） から 発生し た主灰を 去年数回にわたって採取し 、 焼却灰と ク リ ンカーの化学分析、

電気炉によ る ク リ ンカー防止剤の効果の確認のための加熱実験、 高温炭酸化実験を行った。  

その結果、 採集し た焼却灰に比べてク リ ン カーの方がSiO₂の割合が明ら かに多く （ 焼却灰：

39.4％、 ク リ ン カー： 62.1％） 、 こ のこ と から ク リ ン カーは主にシリ カーが高温で溶けて生

成さ れたと 推定さ れる 。 ま た、 ク リ ンカー抑制剤と し て市販さ れている 「 k-ment」 と 研究段

階である 「 MgO」 を 用いて焼却灰に一定の量を 添加し た後、 900℃から 1160℃ま で設定し た

電気炉で一定の時間を保持さ せた後、 焼却灰のク リ ン カーの状態を確認し た結果、 ど ちら も

ブラ ンク と 比較し て、 ク リ ンカー抑制効果がみら れた。 特に、 MgOの方が1125℃の高温ま で

効果が見ら れ、 有効的である こ と が確認さ れた。  

ま た、 高温炭酸化実験では100℃ま でのガス 温度によ る 二酸化炭素吸収量に影響はないこ と

が分かっ た。 M gO添加率によ る 二酸化吸収の比較実験では固定量が上昇し ていた（ MgO 添

加なし では130gCO₂/kg、 MgO 15％では200gCO₂/kgと なり 、 53%  固定量アッ プ） 。 割合と 同

等の数値を示し たこ と から 、 M gOにも 二酸化炭素吸収能力があり 、 MgOはCaOと 同じ く ら い

の二酸化炭素吸収能力を持っている こ と が明ら かになった。  




